
日程 平成 29 年 3 月 26-27 日 （浅間山）高峯山・蛇骨岳 
3/26 バスタ新宿＝高峰高原ホテル前－高峯山－高峰高原ホテル（泊） 

撮影者 河村 
 

 

 
001 ホテル前で身支度 
前々日夜半から降り続く雪のため、あたりは一面の新

雪。ホテル前で身支度を整えます。ピッケル、アイゼ

ンの装着方法からご指導を請う場面も。 
 

 

 
002  交代でラッセル  

隊長から基本的なことを教えていただき、交代で

先頭を務めます。やはり 1 番手は大変。腿上げ運

動を繰り返しながら、ルートファインディング法

や 2 番、3 番手の心得などを教えをいただく。 

 

 
003 高峯山山頂（？） 
ラッセルに時間を取られ、山頂手前の分岐で敗退。無

理をせずに明日に備えます。 
 
 
 
 

 

 

 
004 帰路も大変 

トレースが付いていても雪深い中を進むのは大

変です。通常の 2 倍程度の時間がかかります。 
 

 

 
005 夕食 
雪中行軍(?)から戻って来た我々を待っていたのは温泉

と豪華お食事でした。 
  



3/27 高峰高原 H－車坂峠－トーミの頭－黒斑山－トーミの頭－車坂峠－高峰高原 H=バスタ新宿 

 

 
006 ラッセル開始 
2 日目も快晴とはいきませんでしたが、早速ラ

ッセル開始です。リーダーを先頭に隊員はな

んとかついていきます。積もった新雪の歩き

にくいこと！ 
  

 
007 トーミの頭 

切れ落ちた南側斜面をなんとか抜けてトーミの頭。

万が一に備えて、滑落時の心得をさらりとお話され

る隊長。 
 

 

 

 
009 黒斑山山頂 
途中くじけそうになりましたが、なんとか黒斑山山頂ま

でたどり着きました。時間から蛇骨はあきらめ来た道を

引き返します。 
 
 
  

 
009 最後の晴れ間 

最後の最後に晴れました。小諸の町と昨日登

った高峯山を臨みます。朝からこの天気があ

れば浅間山を見れたのに、残念。次回に期待

です。 
  

 

 
010 リーダーの雄姿 
2 日目は往路復路共にリーダーが全てラッセ

ルして道を作ってくれました。感謝感謝です。 
 

 

おまけ 
黒斑山の印を掘り出して記念

撮影。なんとか黒斑山までたど

り着きました。 


